
子供が学ぶ場は、どこよりも安全であり、
一人一人が楽しく、それぞれの力が健やかに
育まれる環境であることが求められます。そ
こで子供と向き合う関係者が今日的な教育課題
を的確に捉え、時代の要請に応える教育活動を実践しようと知恵
を出し、よりよい社会の担い手となる子供の育成を目指すことが
大切であると思っています。私は、「未来を切り拓く笑顔で元気な
としまっ子が育つまち」となるよう教育委員としての職務に当た
り、教育の豊島区を目指して微力ながら最善を尽くす覚悟で努め
て参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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お問合せ 庶務課教育施策推進グループ　4566－2777

お問合せ 庶務課庶務グループ　3981－1141

お問合せ 教育センター スクールソーシャルワーカーグループ　6846－5612

全国の小中学校における不登校児童生徒数増加が社会問題化しており、豊島区でも5年間で
約1.7倍に増加する中、不登校児童生徒へのきめ細やかな対応が求められています。
令和6年度より、区独自に「不登校対策支援員を中学校３校に配置（駒込・池袋・西池袋）」、「ス

クールソーシャルワーカー（SSW）を全中学校区に配置」の2つの施策をすすめ、両者の連携によ
り、児童生徒と家庭・学校への支援を一層強化していきます。

各中学校を拠点に、社会福祉士、精神保健福祉士の
資格を持つSSWが、校区の小中学校を毎週巡回し、不登
校などの早期発見・初期対応・予防に関する見立てやア
ドバイスをします。
また、家庭や関係機関とつながり、課題解決に向けた

支援をおこないます。

適応指導教室（柚子の木教室）では、東京都教育委員会と連携し、仮想空間「バーチャル柚子の木」を開設し、利用者相互のコ
ミュニケーションを図っています。「バーチャル柚子の木」運営時間中は、東京都のオンライン支援員と、柚子の木教室職員が常
駐し、支援をしています。運営時間内であれば、家庭で区から配付されたタブレットPCを利用して参加することも可能です。

教育センターでは
不登校支援を強化しています！

教育委員を紹介します！

コミュニティ・スクールの導入を進めています

▲ 校内別室の相談スペース

▼ 執務中のSSW ▼ 校内巡回中のSSW

［ 不登校対策支援員の仕事 ］

［ スクールソーシャルワーカー（SSW）の仕事 ］

学習支援（学習指導・オンライン授業支援）

自立支援（日常会話・配布物、提出物確認）

保護者支援（家庭訪問・電話連絡）

職員との連携（ケース会議参加・情報共有）等を
おこないます。

SSW、心理士等との面談

アバター選択画面

学校運営協議会という会議体を置く学校のことであり、学校
と保護者や地域の方 と々ともに目標やビジョンを共有し、知恵を
出し合い、学校運営に意見を反映し、「地域とともにある学校づ
くり」を進める仕組みです。

■ コミュニティ・スクール（CS）とは？

これまで豊島区の各学校で取り組んでいたISS活動やSDGsに
関わる活動、防災活動等をコミュニティ・スクールの中で継続して
実施していくことで、学校と地域の連携をより強化していきます。

■ 豊島区のコミュニティ・スクールとは？

ISS

安全・安心な取組

授業支援

SDGs活動

コミュニティ・スクール

防災活動

環境整備支援

登下校時の見守り活動

取組例

日本の伝統・文化体験（茶道） 避難所設置訓練

※様々な活動が
あります。

SDGs 防災

豊島区では、これまで安全・安心な学校づくりに取り組むISS
活動を行い、一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構によ
り認証を受けていました。今後は、認証取得に向けた申請は行い
ませんが、安全・安心な学校を目指す取組は、CS活動の中で、継
続して全校で取り組んでいきます。

■ 今後のインターナショナルセーフスクール（ISS）
はどうなる？

教育長職務代理者 新井 裕
令和6年3月29日付で豊島区教育委員に就
任いたしました。小学校PTA役員を5年（会長
2年）、ISS地域対策委員およびCS委員を5年、
豊小P連事務局と放課後子ども教室COを3年務
め、学校、保護者、地域の連携を大切に子どもたちの成長を見守っ
てまいりました。また、他区の小学校で副校長補佐と指導補助員
を4年務め、改めて子どもの育ちの速さ、尊さ、愛しさを実感してい
ます。これまでの人との繋がり、経験を生かし、豊島の子どもたち
が拓く輝く未来を、子育て中の一人の親として応援してまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

教育委員 岩井 由美子

新型コロナウィルス対応を経て、子どもを
取り巻く社会生活や学びの環境は大きく変
わりました。大人の想定をはるかに超えた高
度な情報化社会とグローバル社会を生き抜くた
めとして、これまでの教育のあり方を大幅に見直す必要性が声高
に叫ばれています。しかしながら、子どもがどのような社会に生ま
れようとも、いつの時代であっても必要とされるものもあります。
「過去に学ぶ」という教育の不易とともに、「夢と志」を持ち新しい
チャレンジを大切にする豊島区の教育を支えてゆけるよう尽力し
て参ります。どうかよろしくお願い申し上げます。

教育委員 冨士原 紀絵

令和6年に教育長職務代理者及び教育委員に就任した、新井 裕氏、岩井 由美子氏、冨士原 紀絵氏からのコメントを記載します。

令和
6年度

不登校対策支援員を配置

スクールソーシャルワーカーを全中学校区に配置

バーチャル柚子の木

バーチャル柚子の木開設時間中は
教育センター職員が在駐

子どもたちを見守り・支援します

区立小中学校に通う
不登校児童・生徒数

※令和4年度数値

341人
年々増加傾向
よりきめ細やかな
支援が必要


